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野生動物管理のために必要な将来予測と意志決定支援システムについて 

 

坂田宏志（兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター） 

 

1. システムの概要 

 野生動物管理のための計画策定や施策立案、効果検証に必要なレポートを作成します。 

 シカ・イノシシなどの推定個体数や分布図、被害状況、対策実施状況、計画に沿った将来予

測などを、わかりやすい集計表やグラフ、地図などで提示します。 

 標準化されたOCR調査票を配布回収し、システムに読み込むと最新の統計解析技術を適用で
きます。 

 既存の行政データや野外調査データ等も、内容に応じてシステムに組み込み有効に活用でき

ます。 

 

2. システムの特徴 

客観的なデータに基づく現状把握 

標準化された調査票による調査と、都道府県が既に所有するデータを合わせて、効率的に現

状把握を行います。被害や生息状況だけでなく、対策の状況やその効果も把握できます。 

現状をふまえ地域の実情に応じた目標設定 

被害の動向や被害と生息密度の関係を分析することで、被害軽減の目標や目指すべき生息密

度の目標を、客観的に設定できます。 

最新の手法を用いたシカ・イノシシの個体数推定と将来予測 

階層ベイズモデルを用いた個体数推定を行い、複数の捕獲計画に沿った将来予測を行います。 

市町村ごと、管理ユニットごとのレポートの出力 

市町村ごとに被害状況や生息頭数の推定値が集計表、グラフ、分布地図などで出力され、都

道府県の市町村への情報提供や支援の能力を高めます。 

わかりやすい集計表、グラフ、分布地図等の出力 

これらのレポートは、行政担当者の方でも編集しやすいエクセルの集計表やグラフ、PNGや
PDFなどの画像ファイルの分布図などで提供されます。 

システム化・標準化による迅速な分析 

迅速にデータを入力・集計・分析することで、次年度には計画策定や施策立案などの意思決

定に活かすことができます。 

データの一元管理 

長期間にわたる多様な膨大なデータを利用しやすいファイルで整理して一元管理できます。 

 

※ このシステムは、環境省の環境研究総合推進費（D-1003）によって、兵庫県、三重県、大阪府での順応的管
理の実践の中から、行政施策の実施に要求されるレポートを作成するために開発されました。 














